
次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
一
）
〜
（
八
）

（
略
）

（
一
）
〜
（
八
）

（
略
）

（
九
）
既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講
習
委
員
の
氏

名

中
島

正
夫
、
濱
崎

仁
、山
中
誠
一
郎
、

阿
部

弘
明
、
神
保

勲
、
田
中

克
之
、
加

藤

剣
、
平
山

貴
士

（
九
）
既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講
習
委
員
の
氏

名

中
島

正
夫
、
濱
崎

仁
、山
中
誠
一
郎
、

阿
部

弘
明
、
神
保

勲
、
田
中

克
之
、
大

石

佳
知
、
加
藤

剣

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 水曜日 第号官 報
変
更
前
の
名
称

株
式
会
社
Ｄ
Ｄ
Ｒ

変
更
後
の
名
称

株
式
会
社
ｗ
ａ
ｋ
ａ
ｉ

変
更
年
月
日

令
和
八
年
一
月
三
十
日

〇
防
衛
省
告
示
第
九
十
五
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
四
月
一
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
四
月
六
日
か
ら
同
月
十
日
ま
で
の

間
、
毎
日
〇
七
〇
〇
か
ら
一
九
〇
〇
ま
で

区

域

若
狭
湾
北
方
の
次
の

か
ら

ま
で
の
四
地
点

を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
地
点

を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ

の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
一
五
、
二
四
〇
メ
ー

ト
ル
以
下
ま
で
の
間

北
緯
三
七
度
〇
〇
分
一
一
秒

東
経
一
三
四
度
五
九
分
五
〇
秒

北
緯
三
七
度
二
二
分
一
一
秒

東
経
一
三
五
度
三
九
分
四
九
秒

北
緯
三
七
度
〇
二
分
一
一
秒

東
経
一
三
五
度
三
九
分
四
九
秒

北
緯
三
六
度
四
〇
分
一
一
秒

東
経
一
三
四
度
五
九
分
五
〇
秒

〇
外
務
省
告
示
第
百
十
四
号

令
和
八
年
三
月
四
日
に
ア
ン
タ
ナ
ナ
リ
ボ
で
、
ト
ア
マ

シ
ナ
市
に
お
け
る
電
力
ア
ク
セ
ス
改
善
計
画
の
た
め
の
贈

与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

ト
ア
マ
シ
ナ
市
に
お
け
る

電
力
ア
ク
セ
ス
改
善
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な

生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

二
十
五
億
三
千
六
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

令
和
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日

４

署
名
者

日

本

側

戸
島
仁
嗣
在
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
大
使

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
側

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
・
ラ
ザ
ナ
マ
ハ

ソ
ア
外
務
大
臣

令
和
八
年
四
月
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
百
十
五
号

令
和
八
年
三
月
六
日
に
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
で
、
コ
ン
ゴ

民
主
共
和
国
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
連
邦
共
和
国
及
び
南
ス
ー

ダ
ン
共
和
国
に
お
け
る
加
速
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
た

非
就
学
児
童
の
正
規
教
育
参
加
促
進
計
画
の
た
め
の
贈
与

に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
連
合
教
育
科

学
文
化
機
関
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

加
速
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
じ
た
非
就
学
児
童
の
正
規
教
育
参
加
促
進
計
画
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
額

六
億
千
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

関
口
昇
ア
フ
リ
カ
連
合
日
本
政
府

代
表
部
大
使

国
際
連
合
教
育
科

学
文
化
機
関
側

ク
ェ
ン
テ
イ
ン
・
ウ
ォ
ド
ン

ア

フ
リ
カ
地
域
能
力
開
発
国
際
研
究

所
代
表

令
和
八
年
四
月
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
百
十
六
号

令
和
七
年
十
二
月
四
日
に
キ
シ
ナ
ウ
で
、
モ
ル
ド
バ
公

共
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
局
テ
レ
ビ
番
組
制
作
機
材
整
備
計
画

の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
モ

ル
ド
バ
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
交
換
公
文
は
、
令
和
八
年
三
月
五
日
に
効
力
を
生

じ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

モ
ル
ド
バ
公
共
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
局
テ
レ
ビ
番
組
制
作
機
材
整
備
計
画
を
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

一
億
九
千
二
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

令
和
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日

４

署
名
者

日

本

側

山
田
洋
一
郎
在
モ
ル
ド
バ
大
使

モ
ル
ド
バ
側

セ
ル
ゲ
イ
・
ミ
ホ
フ
外
務
次
官

令
和
八
年
四
月
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
百
十
七
号

令
和
八
年
三
月
二
日
に
ダ
ッ
カ
で
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

人
民
共
和
国
に
お
け
る
南
東
部
に
お
け
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
か

ら
の
避
難
民
の
た
め
の
複
合
的
な
人
道
支
援
計
画
の
た
め

の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
連
合

児
童
基
金
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

南
東
部
に
お
け
る
ミ
ャ
ン

マ
ー
か
ら
の
避
難
民
の
た
め
の
複
合
的
な
人
道
支
援
計

画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の
購

入
２

贈
与
額

二
億
二
千
六
万
二
千
円

３

署
名
者

日

本

側

齋
田
伸
一
在
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
大
使

国
際
連
合
児
童
基
金
側

ラ
ナ
・
フ
ラ
ワ
ー
ズ
在
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
事
務
所
代
表

令
和
八
年
四
月
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
外
務
省
告
示
第
百
十
八
号

令
和
八
年
三
月
三
日
に
ダ
ッ
カ
で
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

人
民
共
和
国
に
お
け
る
南
東
部
に
お
け
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
か

ら
の
避
難
民
及
び
ホ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
災
害

に
対
す
る
強
靱じ

ん

性
強
化
及
び
生
活
環
境
改
善
計
画
の
た
め

の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
国
際
移
住

機
関
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

協
力
の
目
的
及
び
内
容

南
東
部
に
お
け
る
ミ
ャ
ン

マ
ー
か
ら
の
避
難
民
及
び
ホ
ス
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た

め
の
災
害
に
対
す
る
強
靱じ

ん

性
強
化
及
び
生
活
環
境
改
善

計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
の

購
入

２

贈
与
額

四
億
円

３

署
名
者

日

本

側

齋
田
伸
一
在
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
大

使

国
際
移
住
機
関
側

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ロ
プ
レ
ー
テ
在
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
事
務
所
代
表
代
行

令
和
八
年
四
月
一
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
五
号

既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講
習
登
録
規
程
（
平
成
二
十
九
年
国
土
交
通
省
告
示
第
八
十
一
号
）
第
十
九
条
第
二
号

の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
九
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
十
八
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
四
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
六
号

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
六
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
機
関
の
行
う
講
習
を
監
理

技
術
者
講
習
と
し
て
登
録
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
六
条
の
二
十
三
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

登
録
年
月
日

令
和
八
年
四
月
一
日

登
録
番
号

１
３

氏
名
又
は
名
称

株
式
会
社
総
合
資
格
学
院
法
定
講
習
セ
ン
タ
ー

住
所

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一
丁
目
６
番
１
号

法
人
で
あ
る
場
合
の
代
表
者
の
氏
名

網
中

啓
人

講
習
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一
丁
目
６
番
１
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
七
号

昭
和
六
十
三
年
建
設
省
告
示
第
二
千
四
百
五
十
八
号
を
も
っ
て
公
示
し
た
大
分
川
ダ
ム
の
建
設
に
関
す
る
基
本
計
画

に
基
づ
い
て
実
施
し
た
大
分
川
水
系
の
な
な
せ
ダ
ム
（
建
設
完
了
時
に
お
い
て
大
分
川
ダ
ム
か
ら
名
称
変
更
）
の
建
設

は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
に
完
了
し
た
の
で
、
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
十

四
条
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
八
号

道
路
運
送
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
都
道
府
県

等
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
示
す
る
。

令
和
八
年
四
月
一
日

国
土
交
通
大
臣

金
子

恭
之

指
定
す
る
市
区
町
村

静
岡
県
静
岡
市


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